
慧
能
撰

『
金
剛
経
解
義
』

に
つ

い
て

(
竹

内
)

慧
能
撰

『
金
剛
経
解
義
』
に
つ
い
て

竹

内

弘

道

6
3
8
-
7
1
3

六
祖
慧
能
に

『金
剛
経
』
の
注
釈
書
が
存
す
る
こ
と
は
、
古
く
は
大
中
八
年

8
1
4
-
8
9
1

に
記
さ
れ
た
智
証
大
師

円
珍
の

『
福

州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記

外
書

等
目

録
』
(
T

・
五
五
-
一

〇
九
四

a
)
に

「能
大
師
金
剛

経

訣

一
巻
」

と

あ

る

1
0
7
1
-
1
1
2
8

こ
と
に
よ

つ
て
知

ら
れ

て
い
る
が
、

ま
た
政
和

五
年

(
一
二

五
)

に
覚
範
慧

洪
も
、

『
題
六
祖
釈

金
剛

経
』

(
『
石
門

文
字
禅
』
巻

二
五
所
収
)

の
中
で
、

こ

の
書

の
伝
布
が
未
だ
広
ま
ら
ざ
る
を
患

い
、
自

ら
清
信

の
檀
越

を
化

し
版

に
鎮

1
1
6
8
-
1
2
4
8

つ
て
印
施
し
た
と
記
し

て
い
る
。

さ
ら
に
万
松
行
秀

の

『
従
容
録
』
巻
四

(
T
・

四
八
-
二

六
三

c
)

の
中
に
は

「
『
六
祖

口
訣
』

に
云
く
」

と

し

て
、

こ

の
書

か
ら

の
引
用
が
見

ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、

こ
の

『
従
容
録
』
中

の
引
用

は
、

卍

続
蔵

一
-
三
八
-
四

の

『
金
剛

経
解
義

二
巻
、

唐
慧
能
解
義
、

又
云
金
剛

経
注

解
、

又
云
金
剛
経

口
訣
』
(
以
下

『
金
剛

経
解

義
』

と
略

称
)

に

一
致
す

る

こ

と
が
、
関

口
真
大
博
士

の

『
禅
宗

思
想

史
』

(昭
和

三
九
年
)

の

中

で
指
摘

さ

れ
て
い
る
。
『
金
剛

経
解
義
』
は
か

つ
て

『
六
祖

口
訣
』

と

も
称

さ

れ
て
、
慧

能

の
撰
述

と
し

て

一
般

に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ

る
。
関

口

博

士
は
こ
の
書

の
申
で
さ
ら
に
、

同
じ
く

卍
続
蔵

の
、

一
-
九

二
-
一

の

『
金

剛
経

口
訣

一
巻
、
唐

慧
能
説
』
が
、
実

は
先

の

『
金
剛
経
解
義
』

の
末
尾

に
附

さ
れ
た
羅
適

の
手

に
な
る
元
豊

七
年

(
一
○
八

四
)

の

『
六
祖

口
訣
後
序
』
千

七
百
七
十
余
字

の
う
ち
、

末
尾

の
五
百
余

文
字

を
削

つ
た

も

の

に
他

な

ら
な

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
、

卍
続
蔵
中

の

『
金
剛
経
解
義
』

の

『
金
剛

経
』

の
本
文
が
、
長
慶

二
年

(
八
二
二
)

の
霊

幽
法
師
に
よ
る
経

文

の
補
填

を

経

て
い
な

い
鳩
摩
羅
什

訳
で
あ
り
、

そ

の
点
で

こ
の
書
が
古

色
を
存

し

て
い
る

こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

さ

て

『
金
剛
経
解
義
』
に
関
す
る
書

誌
学
的
研
究

は
、

こ
の
よ
う
な
続

蔵
経
を
中
心

と
し

た
関

口
博
士

の
研
究
に
よ

つ
て
大
き
く

進
展
す

る
こ
と
と
な

つ
た

の
で
あ

る
が
、

そ
の
後
、

こ
の
成
果
を
踏

ま
え
、

駒

沢
大
学
禅
宗
史
研
究
会
編
著

『
慧
能
研
究
』
(
昭
和

五
三
年
)

の
中

で
詳

細

な

異
本
研
究
が
な
さ
れ
、

現
存
す

る
資
料

に
関

し
て
は

一
応

の
結
論
を
得
た
と
言

え
よ
う
。

こ
れ
に
よ

つ
て
明
ら

か
に

な

つ
た

こ

と

は
、
『
金
剛
経
解
義
』

の
古

い
伝
承

が
確
か
め
ら
れ
、

過
去

に
唱

え
ら
れ
た

『
六
祖

口
訣
後
序

』

の
撰
者
羅

(
1
)

適

の
偽
作
説
は
完
全
に
成
立
し
な
く

な

つ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、

六
祖

の
思

想

は
序

と
注
解
に
見

い
出
さ
れ

る
べ
き
で
あ

る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
書

の
成
立
は
、

『
金
剛
経
』

の
本
文

に
長
慶

二
年

の
霊
幽

の
附

加

が

な

さ

れ
る
以
前

で
あ
る

こ
と
が

一
層
確

か
め
ら
れ
た

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
う

し
て

『
金
剛

経
解
義
』

の
書
誌
学

的
問
題

が
整
理
解
明
さ
れ
た

こ
と
に

よ

つ
て
、
そ

の
思
想
内
容

の
検
討

が
今
後

の
課
題

と
な

つ
て
く

る

の

で
あ

る

が
、

こ
の
点

に
関
し

て
の
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
振

り
返

つ
て
み

る

こ

と

に
す

る
。
『
金
剛
経
解
義
』

の
研
究

は
実
質

的
に
関
口
博

士
の
前
掲
書

に
始

ま

つ
た

(
2
)

と
言

つ
て
も
過
言

で
は
な
く
、

そ
の
後

の

い
く

つ
か
の
博

士
の
論
文

の
中
で
も

一
貫

し
て
、
そ

の
研
究

の
必
要
性

が
力
説

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
趣
旨

は
、

こ
れ

ま
で
の
禅
宗
史
、

禅
思
想
史

の
研
究

に
お

い
て
は
、
慧
能
撰

と
さ
れ
る

こ
の
書

に
言

及
す
る
も

の
が

ほ
と
ん
ど

な
く
、

慧
能

の
思
想

は

『
六
祖
壇
経
』

(
以
下

『
壇
経
』

と
略
称
)

の
み
を
中

心
と
し
て
研
究

さ
れ
て
い
る
。

そ
の

『
壇
経
』

0
7
0
-
7
6
2

も
成

立
に
は
古
く
か
ら
疑
問
が
持

た
れ
、
弟

子
で
あ

る
神
会

の
所
説

に

「
同

一

(
3
)

人
の
筆
致
と
見
え
る
ま

で
共
通

一
致

し
て
」

お
り
、
慧

能

の
思

想

の
根

本

を

『
壇
経
』

に
お

い
て
と
ら

え
る
か

『
金
剛

経
解
義
』

に
お
い
て
と
ら
え

る
か
真
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剣
に
研
究
さ
れ
る

べ
き
で
あ

り
、
偽
撰

で
あ

る
な

ら
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
観
点

に
立

つ
て

『
金
剛

経
解
義
』

と
敦
煙

本

『
壇
経
』
を
比
較

し
た
結
果
、

そ

の
思
想

の
共
通
点
と
し

て
は
、
両
者
、

自
性

清
浄

心
を
説

い
て
、
見
性

の
頓
悟

を
示

し
、
禅
宗
を
し

て

全
く

『
金
剛
経
』

に
よ
る
般
若
波
羅
蜜

た
ら
し
め
、
あ

わ
せ
て
大
乗

の
無
相
戒

を
説

い
て
い
る
点
が
あ
げ

ら
れ
、
相
違
点

と

し

て

は
、
『
壇
経
』

の

「
無
念
為

(
4
)

レ
宗
、

無
相
為
レ
体
、
無
住
為
レ
本
」
を

『
金
剛
経
解
義
』

で
は
、
「
無
相
為
レ
宗
、

(
5
)

無
住
為
レ
体
、
妙

有
為
レ
用
」

と
言

い
、
不
立
文
字

の
趣
意

で
は
前
者

よ
り
後
者

が
勝
り
、

さ
ら
に

『
壇
経
』

で
は

『
金
剛
経
解
義
』

に
全
く
な

い
三
科
三
十
六

対

の
法
門
が
あ
る

こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
関

口
博

士
の
後

に
続
く
最
近

の

(
6
)

研
究

と
し
て
は
中
川
孝
先
生

の
論
文
が
あ

る
。

こ

こ
で
は
興
聖
寺
本

『
壇
経
』

と

『
金
剛
経
解
義
』

の
思
想
用
語
と
を
比
較
対
照

し
、
傍
証

と
し
て

『
神
会
語

録
』
も
用
い
て
そ
の
類
似
点

を

挙

げ
、

『
金
剛
経
解
義
』
を

六
祖

の
真
撰
と
結

論
づ
け
て
い
る
。
以

上
の
よ
う
な
思
想
的
研
究

に
お

い
て
は
、
関

口
博

士
は
、

敦
煙

本

『
壇
経
』
を
神
会

の
手
に
な
る
も

の
と
見

て

『
金
剛
経
解
義
』
と
比
較

し
(
そ
れ
に
よ

つ
て
六
祖

の
真
意
を
採
ろ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
ま
た
中

川
孝
氏
は
、
興
聖
寺
本

『
壇
経
』
と

『
神
会
語
録
』

と

を
根

拠

と

し

て
比

較

し
、

し
か
も
類
似
点

の
み

の
指
摘

に
と
ど
ま

つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

両
者

の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

敦
煙
本

『
壇
経
』
は
現
存
す
る

『
壇
経
』
と

し
て
は

最
古

の
形
態
を
有
す
る
も

の
で
あ

り
、
慧

能

の
研
究

は
敦
煙
本
を
第

一
と
す

べ

き
で
あ

ろ
う
し
、

そ

の
成

立
に
神
会

が
直
接
関
与
し
た

と
す
る
説
に
は
疑
問
が

(
7
)

持

た
れ
て
い
る
。

同
様

な
理
由

に
よ
り

『
神
会
語
録
』
と

の
共
通
性
を
以

つ
て

慧
能
真
撰

の
傍

証
と
す
る

こ
と
に
も
疑
問

が
持
た
れ
る
。

こ
こ
で
は
偽
撰
、

真
撰

の
問
題

は
ひ
と
ま
ず
置

き
、

『
金
剛

経
解
義
』
、
敦
煙

本

『
壇
経
』
及

び
神
会

の
著
録
中

に
見

ら
れ
る
主
な
思
想
用
語
に

つ
い
て
、

そ

の
対
応
関
係
を
見

て
ゆ
く

こ
と
に
す
る
。

ま
ず
関

口
博
士
が
指
摘

さ
れ
た
、

自

性
清
浄

心
、
見
性

の
頓
悟
、

『
金
剛
経
』

に
よ
る
般
若
波
羅

は
三
者

に
共
通

で

あ
る
。

ま
た
定
慧
等

と
す
る
点
も

一
致
す
る
。

し
か

し
無
相
戒

の
思
想

は
神
会

に
は

な

く
、

『
壇
経
』
と

『
金
剛
経
解
義
』

に

の
み

共
通

で
あ

る
。

「
無
念
為

レ
宗
」
と
す

る
無
念

の
思
想

は
神
会

と

『
壇
経
』

に
共
通

す

る

が

『
金
剛
経
解

義
』
に

は
な

い
と
言
え
よ
う
。

一
行
三
昧

の
語
も
神
会

と

『
壇
経
』
に

の
み
共

(
8
)

通

で
あ

る
が
両
者

は
思
想
内
容
を
異

に
し
て
い
る
。
ま
た
無
情
に
仏
性
無
し
と

す
る
点
も
神
会

と

『
壇
経
』

は

一
致

し
、

『
金
剛
経
解
義
』
は

「
一
切

有

情

無

(
1
)

情
、

皆
有
二
仏
性

一」

と
し
て
い
る
。

三
科
三
十
六
法
門

は

『
壇
経
』

に
の
み
存

す
る
思
想

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

一
見
近
似

し
た
多
く

の
思
想
表
現
を
有

し

な
が
ら
、

重
要
な
点

で
三
者

は
全
く
異

つ
た
要
素
を
持

つ
て
い
る

こ
と
が
わ
か

る
が
、

こ
こ
で

『
金
剛
経
解
義
』
が
無
情

に
仏
性
有
り

と
し
て
い
る
点
は
重
要

で
あ

る
。
む

し
ろ

『
壇
経
』

と
も
神
会

と
も
異

つ
た
系
統

に
お

い
て
こ
の
書
は

撰
述

せ
ら
れ
た

の
で
は
な

い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
、

無
情
有
仏
性

(
7
7
5
)

を
唱
え
た
人
と

し
て
は
、
同
じ
く
慧
能
門
下

の
南
陽
慧
忠
が
著
名

で
あ

る
が
、

こ
の
点

に
関

し
て
は
更

に
厳
密
な
検
討
を
要
す

る
と
思

わ
れ
る
。

1

『
尚
直
編
』
巻
下
、

空
谷
景
隆

(
一
三
九

二
-
一

四
四
三
)
著
。

2

「
慧
能
研
究

に
関

す

る

メ

モ
」
(
昭
和
四
七
年
、

印
仏
研

二
〇
1

二
)
「
曹
渓

慧
能

の

『
金
剛
般
若
経
解
義
』

に

つ
い

て
」
(
『
新
羅
仏
教

研
』
昭

和

四

八

年
)
。
3

『
禅
学
思
想
史
』

P

二
二
一
。
4

『
慧
能
研
究
』

P
二
九
五
。

5

同

上
P
四

一
九
。

6

「
『
金
剛
経

口
訳
』

と

『
六
祖
壇
経
』
」
(
禅
文
化

研
究
所
研
究
紀
要
九
、

昭
和

五
二
年
)
。
7

『
初
期
禅
宗
史
書

の
研
究
』

柳

田
聖
山
著
、

P

一
五
三
等
。

8

拙
稿

「
荷
沢
神
会
考
」
(
『
宗
学
研
究
』

第

二
四
号
、

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
発
行
昭
和
五
七
年
)
。
9

『
慧
能
研
究
』

P

四
四
四
。

(
駒
沢
大
学
大
学
院
)

慧
能
撰

『
金
剛
経
解
義
』

に

つ
い
て

(竹

内
)
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